
住まい

地域包括ケアシステムとは
○住み慣れた自宅や地域で、自分らしく暮らし続けることができるよう支える仕組み

医療
介護

地域包括ケアシステムの構築に向けて
～支え合いの地域社会づくり～

生活支援

介護予防

1○社会参加・社会的役割を持つことが生きがいづくりや介護予防につながる

地域包括ケアシステムの背景

○高齢者人口の増大 ⇒ 平成37年：団塊の世代が後期高齢者

○高齢者単独世帯の増大

○認知症高齢者の増大

○早期の在宅復帰、社会復帰

医療・介護ニーズの増大

○多様な主体によるサービスの提供○早期の在宅復帰、社会復帰

○在宅医療支援体制の整備

・在宅医療・介護連携支援センター

の整備

・在宅医療ネットワークの活動支援

○中期的な目標は平成37年（団塊の世代が後期高齢者）
○当面の目標は介護保険制度改正への対応

要支援者へのサービスの一部が市町村事業に移行＝多様な主体による

介護予防・生活支援サービスの提供（新総合事業）は平成29年度から本格実施

○多様な主体によるサービスの提供

○介護予防の強化

～健康寿命の延伸

2

助け合い活動のマトリックス

内容 形態 ご近所 地縁組織 有償ボランティア 非営利団体

見守り ○ ○ △ ○

交流
（居場所）

○ ○ ○ ○

ちょっとした生活支援
ゴミ出し、買い物、
除雪、草取り、

○ ○ ○ ○
除雪、草取り、
電球交換など

家事援助 △ △ ○ ○

食

事

会食 × ○ ○ ○

配食 × × ○ ○

移動支援
通院、買い物など

× △ ○ ○

・図に示した◯、△、 は平均的な形態について評価したもので、例えば居場所から家事援助や配食、移動支援の
活動が生まれる例も少なくない

出典：さわやか福祉財団「助け合い活動創出ブック」 3

『『実家の茶の間・紫竹実家の茶の間・紫竹』』の取組みの取組み（（みんながみんなが作り上げていく居場所に）作り上げていく居場所に）

当番は手挙げ方式で，できる人
茶碗やマグカップではなく紙コップを使うのは，
衛生管理につながるほか，自分の名前をマ

寄付物品による即売バザー
も行い，運営費に充ててい



支え合いのしくみづくり会議（協議体）と
支え合いのしくみづくり推進員（生活支援コーディネーター）

○ 地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制の充実を図る。
○ 地域の助け合い活動を支援するため、協議体を設置し、生活支援コーディネーターを
配置する。

協議体の設置と生活支援コーディネーターの配置

協議体 生活支援コーディネーター

活動当事者による検討組織
【役割】
①地域の現状把握
②地域の課題発見
③不足するサービスの創出
④生活支援コーディネーターの選出・支援

協議体で選出
【役割】
①資源開発
・不足するサービスの創出
・サービスの担い手の育成・支援
②ネットワーク構築
・情報共有、連携体制の強化

協議体 設置 第１段階 第２段階

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは団体Aの職

員Bさんはどう？ 

Bさんの経験から言って、協

議体のご支援があれば適任

かと思われます。 

○生活支援サービスを取り
組む団体への呼びかけ

協議体設置

○協議体で生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰを選出

第１段階

○地域で生活支援サービス等
を提供できる担い手の発掘や
養成支援

○地域づくりや助け合い活動
に取り組む団体とﾈｯﾄﾜｰｸ構築

第２段階

・地縁団体等
・区社協 ・生協 ・農協 ・区老連
・シルバー人材センター
・区民児協 ・社会福祉法人
・ＮＰＯ法人
・地域包括支援センター
・その他生活支援サービス提供団体
・生活支援コーディネーター ・行政

協議体の構成団体のイメージ
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【問い合せ】
新潟市役所地域包括ケア推進課
　TEL:025-226-1281


